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第1章 はじめに 

1.1 策定の背景と目的 

 



1.2 計画の区域 

1.3 目標年次 

1.4 計画の位置付け 

図 本計画の位置付け 



第2章 課題の整理 

2.1 幸田町都市交通マスタープランの取組状況の整理 

2.1.1 幸田町都市交通マスタープランの概要 

図 都市交通マスタープランの基本理念・基本方針、重点戦略 



2.1.2 幸田町都市交通マスタープランに記載された施策の実施状況 

表 幸田町都市交通マスタープランに記載の施策の実施状況 

 



2.2 現況整理 

2.2.1 幸田町の都市交通特性 

図 幸田町の位置 

 



 

図 人口の推移と将来推計

図 地域別の人口  
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図 総人口分布 

 



図 15 歳未満の人口の分布 

 



図 高齢者（65 歳以上）の分布 

  



図 世帯数と一世帯当たり人員 

 

図 高齢者世帯数の推移 

  



図 土地利用状況 

  



図 医療施設の立地状況 

  



図 行政施設等の立地状況 

  



図 教育施設等の立地状況 

  



図 商業施設の立地状況 

  



図 幸田町民のよく行く外出先（上位 20 施設） 

  



表 幸田町民のよく行く外出先（上位 20 施設） 

 

施設名 市町村 出現数 割合

1 ピアゴ 幸田店 幸田町 366 9%

2 カメリアガーデン幸田 幸田町 312 8%

3 スーパーセンターオークワ 幸田店 幸田町 217 5%

4 幸田駅 幸田町 196 5%

4 イオンモール岡崎 岡崎市 196 5%

6 フィール 幸田店 幸田町 171 4%

7 幸田 憩の農園 幸田町 152 4%

8 スーパーセンタートライアル 幸田店 幸田町 149 4%

9 ハッピネス・ヒル・幸田 幸田町 144 4%

10 相見駅 幸田町 123 3%

11 ドミー 幸田店 幸田町 103 3%

12 マックスバリュ 幸田店 幸田町 64 2%

13 岡崎駅 岡崎市 55 1%

14 幸田町役場 幸田町 53 1%

15 ケーヨーデイツー 幸田店 幸田町 44 1%

16 むらかみ整形外科 幸田町 38 1%

17 やまざきクリニック 幸田町 36 1%

17 三ヶ根駅 幸田町 31 1%

19 クリエイトＳ・Ｄ 愛知幸田菱池店 幸田町 30 1%

20 ウイングタウン岡崎 岡崎市 30 1%

順位
幸田町全体

※えこたんバスでいけるところは、順位を赤字で記載



図 幸田町の高齢者がよく行く外出先（上位 20 施設） 

 



表 幸田町の高齢者がよく行く外出先（上位 20 施設） 

 

 

施設名 市町村 出現数 割合

1 ピアゴ 幸田店 幸田町 136 10%

2 カメリアガーデン幸田 幸田町 82 6%

3 幸田 憩の農園 幸田町 80 6%

4 スーパーセンターオークワ 幸田店 幸田町 68 5%

5 フィール 幸田店 幸田町 67 5%

6 ハッピネス・ヒル・幸田 幸田町 60 4%

7 ドミー 幸田店 幸田町 51 4%

8 スーパーセンタートライアル 幸田店 幸田町 43 3%

9 イオンモール岡崎 岡崎市 40 3%

10 幸田駅 幸田町 35 3%

11 相見駅 幸田町 28 2%

12 やまざきクリニック 幸田町 22 2%

13 幸田町役場 幸田町 20 1%

14 むらかみ整形外科 幸田町 19 1%

15 牧原整形外科クリニック 幸田町 18 1%

16 ケーヨーデイツー 幸田店 幸田町 17 1%

17 鈴木眼科医院 幸田町 17 1%

18 マックスバリュ 幸田店 幸田町 16 1%

19 鈴木内科 幸田町 15 1%

20 野々村クリニック 幸田町 13 1%

※えこたんバスでいけるところは、順位を赤字で記載

順位
幸田町全体



図 幸田町の公共交通網 

  



図 鉄道駅の乗車数推移 

表 ３駅の状況 
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図 えこたんバス 

 



図 えこたんバスのバスルート 

  



図 えこたんバスの認知度 

図 えこたんバスの利用頻度 
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図 えこたんバスの認知度 

  

N= 1,491

N= 1,504

N= 1,463

N= 1,468

N= 1,485

N= 1,174

3%

5%

4%

4%

6%

10%

9%

12%

6%

6%

8%

11%

7%

9%

6%

5%

8%

10%

12%

17%

10%

13%

20%

17%

70%

57%

74%

72%

59%

52%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①運行頻度が2倍に

増えた場合

②行きたい場所へ

早く行ける場合

③運行開始時刻が

早くなった場合

④運行終了時刻が

遅くなった場合

⑤駅への乗り継ぎが

便利になった場合

⑥その他あなたが

望むことが

実現した場合

週4～5日

程度

週2～3日

程度

週１日

程度

月に数日

程度

あまり利用

しない



図 えこたんバスの利用に支払い可能な金額 
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図 利用者数の推移 

図 利用者数および一人あたり運営経費 
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図 えこたんバスの利便性向上に向けた調査 

 



図  チョイソコこうた 

 



図 チョイソコこうたの対象地域 

 



図 停留所別の利用回数  

  



図 カテゴリー別利用回数（上位１０件まで記載） 
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表 時間帯別の利用回数、予約不成立の回数 

表 予約不成立の理由 

 

利用回数（回） 予約不成立の回数（回） 予約不成立の割合

8時台 142 12 8%

9時台 456 14 3%

10時台 555 12 2%

11時台 473 4 1%

12時台 304 0 0%

13時台 236 0 0%

14時台 183 0 0%

15時台 172 1 1%

16時台 1 1 50%

合計 2522 44 2%

予約不成立の理由 予約不成立の回数（回）

A:希望の30分前後を案内したが、待てない　または早すぎる 9

B:希望の30－1時間前後を案内したが、待てない　または早すぎる 8

C:希望の1時間後以降を案内したが、待てない 14

D:2時間以上後の案内しかとれなかった 1

F:運行日/時間外 1

G:その他 12



図 利用者数の推移 

図 1 件当たりの運営経費 
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図 藤田乗合直行タクシー 

 



図 利用者数の推移 

図 1 件当たりの運行経費 
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図 令和５年度（４月～１１月）の１便当たりの利用者数（左：行き、右：帰り） 

図 藤田乗合直行タクシーの時刻表 
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表 タクシー助成事業 

図 タクシー助成事業の利用実績（左：福祉タクシー、右：在宅高齢者外出支援タクシー） 

  



図 高齢者移動支援施策（タクシー料金助成制度）の高度化に向けた実証 

 



図 坂崎コミュニティライドの取組 

表 坂崎コミュニティライドの歩み 

 



図 公共交通に対する住民意識（R5.2 調査） 

 



2.2.2 都市交通施策に関するニーズ調査結果（令和５年度実施） 

表 調査対象・調査手法 
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図 外出が「むずかしい」「おっくう」と感じること（高齢者） 

図 外出が「むずかしい」「おっくう」と感じる理由（高齢者） 
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図 住んでいる地区（鉄道利用者） 

図 駅までの交通手段（鉄道利用者）  
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0% 20% 40% 60%



図 えこたんバスの利用頻度 

 

表 えこたんバスの改善点に関する意向

 

3%4%

0%

4%

1%

1%

1%

90%

98%

97%

98%

鉄道利用者

高齢者

町民

中高生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に5日

週に3～4日

週に1～2日

月に2～3日

月に1日以下

ほとんど利用しない

N=192

N=518

N=543

N=343

鉄道利用者 高齢者 町民 中高生

運行本数を増やす 36% 26% 36% 38%

運行時間帯を拡大する(朝) 21% 10% 19% 20%

運行時間帯を拡大する(夜) 13% 7% 20% 14%

休日も運行する 30% 20% 31% 28%

所要時間を短縮する 5% 11% 10% 7%

駅との乗継を改善する 23% 16% 24% 19%

自宅近くにバス停を設置する 14% 10% 12% 26%

バス停に休憩施設(屋根、ベンチ等)を設置する 6% 18% 12% 29%

その他 25% 22% 18% 12%

N=195 N=572 N=347 N=564
※指摘率20%以上を黄色で着色



図 会員登録の有無（高齢者） 

図 会員登録をしない理由（高齢者） 

 

会員登録を

している

10%

会員登録をして

いない

90%

0% 10% 20% 30% 40%

行きたい目的地に停留所がないため

利用したい曜日や時間帯にチョイソコが運行していないため

利用したい曜日や時間帯に予約がとれないため

電話での配車予約が面倒であるため

他の交通手段の方が便利だから

家族等が送迎してくれるため、チョイソコを使わなくても移動できるため

会員登録が面倒であるため

その他



図 藤田乗合直行タクシー利用頻度 

（高齢者） 

図 藤田乗合直行タクシー利用頻度 

（町民） 

図 藤田乗合直行タクシーの改善点 

（高齢者） 

図 藤田乗合直行タクシーの改善点 

（町民） 

 

週に5日

週に3日～4日

週に1日～2日

月に2日～3日

月に1日以下

ほとんど利用しない

0% 25% 50% 75% 100%

週に5日

週に3日～4日

週に1日～2日

月に2日～3日

月に1日以下

ほとんど利用しない

0% 25% 50% 75% 100%

自宅の近く

に停留所を

設置する

50%
休日も運行する

20%

その他

30%
自宅の近く

に停留所を

設置する

47%
休日も運行する

25%

その他

28%



表 公共交通の財政負担のあり方として、どのような「目的」に優先して使われるべきか

 

鉄道利用者 高齢者 町民 中高生

「通勤」で便利に移動できるようにするため 27% 7% 18% 23%

学生が「通学」で便利に移動できるようにするため 27% 13% 31% 31%

「買い物」で便利に移動できるようにするため 27% 40% 30% 18%

「通院」で便利に移動できるようにするため 29% 50% 41% 20%

「駅」で便利に移動できるようにするため 32% 24% 43% 36%

「役場」で便利に移動できるようにするため 7% 13% 7% 5%

「町施設」で便利に移動できるようにするため 12% 19% 11% 10%

高齢者、身体障碍者、妊産婦などの移動を便利にするため 46% 52% 56% 43%

中学生、高校生などの移動を便利にするため 18% 6% 21% 35%

分からない 9% 8% 4% 19%

N=192 N=572 N=347 N=564
※指摘率30%以上を黄色で着色



2.2.3 交通を取り巻く潮流の変化 

図 地域公共交通「リ・デザイン」関係予算 

 



図 貨客混載制度の実施区域の見直し 

 



図 スーパーシティの具体像 

図 幸田町スーパーシティのゾーニングイメージ 

 



図 今後の ITS 構想の基本的考え方 

 



図 AI オンデマンド交通の概要 

図 グリーンスローモビリティの導入・活用に向けた流れ 



図 地域における MaaS の推進 

 



図 部門別二酸化炭素排出量（2021 年度） 

図 都市部・地方部別の一般路線バスの輸送人員の推移 

 



図 第二種大型自動車運転免許保有者数 

図 有効求人倍率の推移 

 



2.3 上位・関連計画の整理 

2.3.1 上位・関連計画の概要 

表 上位・関連計画の概要 

 

 

 

 

 



2.3.2 第 6 次幸田町総合計画 

図 まちづくりの理念と将来像 

  



2.3.3 幸田町都市計画マスタープラン 

図  都市計画の基本的な方針 



図 将来都市構造図 

 



図 公共交通の方針 

  



2.3.4 あいち交通ビジョン 

図 施策の方向性   



2.3.5 第 2 次幸田町環境基本計画 

図 交通手段別の都市交通施策  



2.3.6 第 2 期幸田町地域福祉計画・幸田町地域福祉活動計画 

図 基本理念  



図 施策体系 



図 幸田町の地域福祉活動に関する課題等 

 



2.4 公共交通の課題 

図 公共交通の課題 



第3章 計画の基本方針 

3.1 基本理念 

図 計画の基本理念 

 

＜第6次幸田町総合計画＞

まちづくりの基本理念

人と自然と産業の調和
めざすべき将来像

みんなでつくる 元気な幸田

＜幸田町都市計画マスタープラン＞

将来都市像

人と自然を大切にする緑住文化都市

＜幸田町都市交通マスタープラン＞

基本理念

人・まち・地球を大切にする都市交通の実現

＜幸田町地域公共交通計画（案）＞

基本理念

人・まち・地球を大切にする公共交通体系の構築



3.2 基本方針 

図 計画の基本方針 

 

基本理念

人・まち・地球を大切にする
公共交通体系の構築

基本方針１

交通モードの連携による
生活の足の確保

基本方針２

まちの元気の
創出支援

基本方針３

人や地球への
思いやり



3.3 基本目標 

基本方針：交通モードの連携による生活の足の確保 

基本目標１：交通結節点の機能強化 

基本目標２：町内の公共交通の見直し 

 

基本方針：まちの元気の創出支援 

基本目標３：企業や地域活動との連携 

基本目標４：新技術の積極的活用による利便性向上 

 

基本方針：人や地球への思いやり 

基本目標５：地球環境問題への取組の推進 

基本目標６：移動制約者に対する支援 

 

図 計画の基本目標  



3.4 幸田町が目指す公共交通の将来像 

〇幸田駅、三ヶ根駅、相見駅、ハッピネス・ヒル・幸田を交通結節点として位置づけ、アクセス性を強化。 

〇えこたんバスは、3 駅や人口集積地を中心に運行するコンパクトなルートに再編。 

〇デマンド型乗合交通は、えこたんバスを補完することで、鉄道駅や主要施設等への移動手段を担保。 

〇藤田乗合直行タクシーは、幸田町と町外の総合病院を結ぶ。 

〇必要に応じて、隣接自治体への乗り入れについても検討。 

図 幸田町が目指す公共交通の将来像 

表 幸田町内の地域公共交通の位置づけ 

位置付け 系統 役割 確保・維持策 

広域幹線 

JR 東海道本線 

幸田町と他地域を結ぶ広域交通軸 

交通事業者と協議の上、一定以

上の運行水準を確保。 
地域内 

幹線 

幸田町内の居住地域や主要施設等を結ぶ地

域内の基幹交通軸 

支線 

えこたんバス 
幸田町内の居住地域と鉄道駅や主要施設等

を結ぶフィーダー交通 
公共交通等の再編による利便

性向上により、一定以上の需

要を確保。 

地域公共交通確保維持改善事

業の活用も視野に検討。 

デマンド型乗合交通 

（チョイソコこうた） 
えこたんバスを補完する交通 

専用軸 藤田乗合直行タクシー 幸田町と町外の総合病院を結ぶ専用交通軸 

 



第4章 計画の目標を達成するための主要施策 

4.1 計画の基本目標と主要施策 

図 計画の基本理念、基本方針、基本目標、主要施策  



4.2 主要施策の内容 

施策① 
鉄道駅の再整備 

 

基本理念

人・まち・地球を大切にする
公共交通体系の構築

基本方針１

交通モードの連携による
生活の足の確保

基本方針２

まちの元気の
創出支援

基本方針３

人や地球への
思いやり



    

■施策のスケジュール 

 

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

三ヶ根駅の整備

幸田駅の整備

駅前広場とトイレ改修の

設計・工事
調査・検討

三ヶ根駅の整備状況を踏まえながら、取組を進める



施策② 
乗継改善 

 

■施策のスケジュール 

 

 

 

  

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

運行ダイヤの調整 検討 調整・モニタリング



施策③ 
公共交通等の再編 

 



図 幸田町が目指す公共交通の将来像（再掲） 

表 幸田町内の地域公共交通の位置づけ（再掲） 

位置付け 系統 役割 確保・維持策 

広域幹線 

JR 東海道本線 

幸田町と他地域を結ぶ広域交通軸 

交通事業者と協議の上、一定以

上の運行水準を確保。 
地域内 

幹線 

幸田町内の居住地域や主要施設等を結ぶ地

域内の基幹交通軸 

支線 

えこたんバス 
幸田町内の居住地域と鉄道駅や主要施設等

を結ぶフィーダー交通 公共交通等の再編による利便

性向上により、一定以上の需

要を確保。 

地域公共交通確保維持改善事

業の活用も視野に検討。 

デマンド型乗合交通 

（チョイソコこうた） 
えこたんバスを補完する交通 

専用軸 藤田乗合直行タクシー 幸田町と町外の総合病院を結ぶ専用交通軸 

  



■施策のスケジュール 

 

 

  

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

三ヶ根駅の整備

幸田駅の整備

運行ダイヤの調整

えこたんバスの再編

チョイソコこうたの
改善・効率化

藤田乗合直行タクシー
の改善・効率化

運賃の見直し

待合環境などの整備

隣接自治体への
乗り入れの検討

車両の適正化
（えこたんバス）

エリアスポンサーの導入
（チョイソコこうた）

会員登録条件の検討
（チョイソコこうた）

駅前広場とトイレ改修の

設計・工事
調査・検討

三ヶ根駅の整備状況を踏まえながら、取組を進める

企業スポンサー加盟への働きかけ、適宜導入

条件の検討・適宜変更

ルート再編後の利用状況を踏まえ、

必要な箇所に対して実施

検討

候補箇所の検討

調整・モニタリング

車両の更新に合わせて検討

検討 ルート再編、モニタリング

検討 エリアの変更、モニタリング

検討 必要に応じて実施

検討 見直し、モニタリング

候補箇所の検討
ルート再編後の利用状況を踏まえ、

必要な箇所に対して実施



施策④ 
企業等との連携 

 

  

  



 

 

■施策のスケジュール 

  

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

バス停やバス車内への
企業広告の設置

輸送資源の
活用可能性の検討

運転手確保に
向けた支援

関係機関との調整

交通事業者と相談・協議の上で、必要に応じて実施

調整が整ったものについて、適宜実施

検討・関係機関との調整 調整が整ったものについて、適宜実施



施策⑤ 
外出支援や地域活動との連携 

 

 

■施策のスケジュール 

 

  

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

祭事やまちづくり
イベントとの連携

坂崎コミュニティライドの
社会実装、横展開の検討

社会実装 地域からの発意に応じて、横展開を実施・検討

連携した取組について、適宜実施



施策⑥ 
タクシー助成券の決済高度化に向けた実証 

 

 

■施策のスケジュール 

 

  

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

タクシー助成券の
決済高度化に向けた実証

システム構築 試験的導入 本格的導入



施策⑦ 
バス利用実績の収集・蓄積システムの構築 

 

■施策のスケジュール 

 

  

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

バス利用実績の
収集・蓄積システムの構築

システム構築 モニタリング



施策⑧ 
新たなモビリティサービスの導入に向けた技術研究 

   

 

■施策のスケジュール 

 

  

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

新たなモビリティサービスの
導入に向けた技術研究

システム構築



施策⑨ 
モビリティマネジメントの実施 

 

 

■施策のスケジュール 

 

  

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

企業モビリティ・マネジメント
の実施

学校モビリティ・マネジメント
の実施

関係機関との調整が整ったものから適宜実施

関係機関との調整が整ったものから適宜実施



施策⑩ 
環境へ配慮した行動の推進、設備の導入 

 

 

 

■施策のスケジュール 

 

  

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

環境に配慮した車両の
導入検討

車両の更新に合わせて検討



施策⑪ 
公共交通利用案内の充実 

 

  

■施策のスケジュール 

 

  

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

バスロケーションシステム
の導入

公共交通のPR

導入 モニタリング

再編前PR 再編後PR



施策⑫ 
バリアフリー化の推進 

 

 

 

■施策のスケジュール 

 

  

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

三ヶ根駅の整備【再掲】

筆談ボードの設置

駅前広場とトイレ改修の

設計、工事
調査・検討

記載内容の検討、設置



施策⑬ 
移動制約者へのタクシー料金助成の実施 

 

■施策のスケジュール 

 

 

  

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

タクシー料金助成
の継続

福祉タクシーチケットの
利用に関するPR

料金助成の継続

利用のPR



施策⑭ 
免許返納者への移動手段の提供 

 
 

 

■施策のスケジュール 

 

  

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度～
（2028～）

運転免許の
自主返納者の促進

有料化後の動向を踏まえて、

優遇措置を検討・実施



4.3 基本目標の達成状況を測るための指標 

 

図 基本目標の達成状況を測るための指標 

 

  



基本方針：交通モードの連携による生活の足の確保 

基本目標１：交通結節点の機能強化 

■主要施策 

基本目標２：町内の公共交通の見直し 

■主要施策 

■成果指標 

 現況値 目標値 取得・算出方法 

公共交通の 

満足度 
7.8%※1 10%※2 住民意識調査より算出 

公共交通の 

利用者数 

■えこたんバス※3 

・北ルート：9,908 人/年 

・中ルート：9.221 人/年 

・東西ルート：8,988 人/年 

・南ルート：8,410 人/年 

■チョイソコこうた 

：3,481 人/年 

■藤田乗合直行タクシー 

：973 人/年 

※有料化後に設定 町所有データより算出 

※1…「公共交通の整備」に対して「満足」と回答した人の割合を計上 

※2…平成 31 年度～令和 5 年度の増加トレンドを、令和 9 年度まで引き延ばした数値（9.7％ ≒10%）を参考に 

目標値を設定。 

※3…スクールバス利用も含む。 

  



 

■確認項目 

 現況値 取得・算出方法 

3 駅の 

バス便数 

幸田駅：18 便/日 

三ヶ根駅：18 便/日 

相見駅：12 便/日 

町所有データより算出 

運行に伴う 

行政負担額 
5,440 万円/年※4 

収支率 
－ 

※有料化後に算出 

利用者一人 

当たりの費用 

えこたんバス 

：794 円/人 

チョイソコこうた 

：4,510 円/人 

藤田乗合直行タクシー 

：9,970 円/人 

※4…令和 4 年度の運行に伴う行政負担額の公共交通別の内訳は、えこたんバス：2,900 万円/年、 

チョイソコこうた：1,570 万円/年、藤田乗合直行タクシー：970 万円/年 

  



基本方針：まちの元気の創出支援 

基本目標３：企業や地域活動との連携 

■主要施策 

基本目標４：新技術の積極的活用による利便性向上 

■主要施策 

■成果指標 

 現況値 目標値 取得・算出方法 

公共施設の 

利用者数 
180,153 人/年※1 304,865 人/年※2 

こうたの統計に記載の数値

を活用 

定住意向 58.1%※3 64.3%※4 住民意識調査より算出 

※1…令和 3 年度の町民会館（66,249 人/年）、中央公民館（19,735 人/年）、郷土資料館（3,539 人/年）、 

さくら会館（7,788 人/年）、町民プール（82,842 人/年）の合計を計上 

※2…コロナ禍前の実績値として平成 30 年度の実績値を目標値として設定 

※3…「幸田町に住み続けたいか」に対して、「住み続けたい」と回答した人の割合を計上 

※4…定住意向は減少傾向にあるため、データ取得が可能な直近 4 カ年（平成 28 年度：64.3%、平成 31 年度：61.1%、 

令和 3 年度：59.2%、令和 5 年度：58.1%）における最高値を目標値として設定 

■確認項目 

 現況値 取得・算出方法 

企業と連携した 

取組の件数 
０件 

バス停やバス車内における広告掲載や、企業バスの活用等、企

業と連携した取組の件数 

地域主体の取組

の件数 
０件 

坂崎コミュニティライドや公共交通と連携した地域の取組の

件数を計上 

システムの実装

件数 
０件 

タクシー助成券の決済高度化システム、バス利用実績の収

集・蓄積システムの実装件数を計上 



基本方針：人や地球への思いやり 

基本目標５：地球環境問題への取組の推進 

■主要施策 

基本目標６：移動制約者に対する支援 

■主要施策 

■成果指標 

 現況値 目標値 取得・算出方法 

高齢者福祉に 

関する満足度 
4.8%※1 7.0%※2 

住民意識調査より算出 
障がい者福祉に 

関する満足度 
3.5%※1 5.0%※2 

※1…総合計画各施策の満足度について、「満足している」と回答した人の割合を計上 

※2…平成 28 年度、平成 31 年度、令和 3 年度、令和 5 年度の傾向から、令和 9 年時点での予測値を算出して設定 

■確認項目 

 現況値 取得・算出方法 

モビリティマネジメント

に関する取組の件数 
0 件/年 企業 MM,学校 MM の実施件数を計上 

広報誌での公共 

交通の PR 件数 
0 件 幸田町広報誌における公共交通の PR 件数を計上 

タクシー料金 

助成の利用者数 
578 人※3 町所有データより算出 

※3…令和２年度実績の福祉タクシー（325 人）、在宅高齢者外出支援タクシー（223 人）の合計を計上 



第5章 計画の推進体制 

5.1 計画の達成状況の確認方法 

図 計画の推進方法 

  

５年目４年目３年目２年目１年目

計画に記載
した事業

『評価指標』
のチェック

計画の達成
状況に関する

評価

次期計画の
検討

R6.4 R7.4 R8.4 R9.4 R10.4 R11.3

♦ ♦ ♦

評価

改定作業

事業実施

・効果検証
・新たな問題点
の洗い出し

♦

R11.4より
新計画



5.2 計画の推進体制 

図 計画の推進体制 

幸田町地域公共交通会議

市民・利用者

行政

各種団体

学識経験者

協議・検討

助言・承認報告
運営経費負担

交通事業者

国

愛知県
幸田町 （事務局）

各事業の実施
補助金
評価
助言

補助金申請
報告
その他



参考資料 

１．幸田町地域公共交通会議 委員名簿 

     ２．幸田町地域公共交通会議 開催状況等 

     ３．用語集 
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